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万
葉
歌
人
の
漢
詩

─
安
倍
広
庭
「
春
日
侍
宴
」
を
め
ぐ
っ
て
─

高
松
寿
夫

は
じ
め
に

　
『
万
葉
集
』
に
詠
作
が
掲
載
さ
れ
る
歌
人
に
は
、『
懐
風
藻
』
に
漢
詩
も

と
ど
め
て
い
る
人
物
が
何
人
か
存
在
す
る
。
安
倍
広
庭
も
そ
の
一
人
で
あ

る
。
広
庭
は
、
文
武
朝
の
右
大
臣
・
御
主
人
の
息
で
、『
続
日
本
紀
』
に

は
天
平
四
年
（
七
三
二
）
二
月
二
十
日
に
薨
去
記
事
が
見
え
る
。『
懐
風

藻
』
に
「
年
七
十
四
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
れ
ば
、
斉
明
天
皇
五
年
（
六
五

九
）
の
生
れ
で
あ
る
。
記
録
上
は
、『
続
日
本
紀
』
の
慶
雲
元
年
（
七
〇

四
）
七
月
二
十
二
日
条
が
初
見
で
あ
る
が
、
そ
の
と
き
す
で
に
従
五
位
上

で
あ
り
、
年
齢
も
四
十
六
歳
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
父
の
御
主
人
は
壬

申
の
乱
の
功
臣
の
一
人
で
も
あ
り
、
広
庭
の
年
齢
か
ら
す
る
と
天
武
朝
の

出
仕
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

広
庭
に
は
、『
万
葉
集
』
に
四
首
の
短
歌
が
見
え
る
。

　
　

中
納
言
安
倍
広
庭
卿
歌
一
首

児こ

等ら

之が

家い
へ

道ぢ　

差や
や

間ま

遠と
ほ

焉き
を　

野ぬ

干ば

子た
ま

乃の　

夜よ
わ

渡た
る

月つ
き

尓に　

競
き
ほ
ひ

敢あ
へ

六む

鴨か
も

�

（
巻
三
・
三
〇
二
）

　
　

安
倍
広
庭
卿
歌
一
首

雨あ
め

不ふ
ら
ず零　

殿と
の

雲ぐ
も

流る

夜よ

之の　

潤ぬ
る

湿ぬ
る

跡と　

恋こ
ひ

乍つ
つ

居を
り

寸き　

君き
み

待ま
ち

香が

光て
り
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�

（
巻
三
・
三
七
〇
）

　
　

中
納
言
安
倍
広
庭
卿
歌
一
首

如か

是く

為し

管つ
つ　

在あ
ら

久く

乎を

好よ
み

叙ぞ　

霊た
ま

剋き
は
る　

短
み
じ
か
き

命い
の
ち

乎を　

長
な
が
く

欲ほ
り

為す

流る

�

（
巻
六
・
九
七
五
）

　
　

中
納
言
阿
倍
広
庭
卿
歌
一
首

去こ
ぞ
の年

春は
る　

伊い

許こ

自じ

而て

殖う
ゑ

之し　

吾わ
が

屋や

外ど

之の　

若わ
か

樹き
の

梅う
め

者は　

花は
な

咲さ
き

尓に

家け

里り�
�

（
巻
八
・
一
四
二
三
）

　

題
詞
の
作
者
表
記
は
、
広
庭
の
歿
後
、
統
一
的
に
付
さ
れ
た
も
の
と
思

し
い
。
巻
三
の
二
首
が
、
配
列
に
間
隔
が
あ
る
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
詠
作

の
時
期
を
反
映
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
か
。
三
〇
二
は
平
城
遷
都
前

後
ご
ろ
、
三
七
〇
は
聖
武
朝
ご
ろ
と
の
お
お
よ
そ
の
目
安
が
つ
け
ら
れ
そ

う
で
あ
る（

１
）。

九
七
五
は
、
巻
六
の
配
列
と
し
て
は
、
天
平
四
年
の
歌
群
に

位
置
付
け
ら
れ
る
。
こ
れ
は
広
庭
の
歿
年
に
あ
た
る
。
広
庭
最
晩
年
の
一

首
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
あ
る
い
は
詠
作
時
期
不
明
の
一
首
を
収
録
す

る
に
あ
た
り
、
便
宜
的
に
広
庭
の
歿
年
の
位
置
に
配
置
し
た
だ
け
な
の
か

も
し
れ
な
い
。
一
四
二
三
は
、
巻
八
「
春
雑
歌
」
の
比
較
的
冒
頭
に
近
い

と
こ
ろ
に
配
列
さ
れ
る
が
、
具
体
的
詠
作
時
期
を
う
か
が
う
情
報
に
乏
し

く
、
や
は
り
作
歌
年
代
が
特
定
し
難
い
。
巻
三
の
二
首
は
、
歌
柄
は
相
聞

風
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
雑
歌
に
部
類
さ
れ
て
お
り
、
宴
席
や
交
友
の
中

で
詠
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
巻
六
の
一
首
は
、
最
晩
年
の
詠
と
捉
え

る
と
、
下
句
に
な
に
か
深
刻
な
感
慨
を
読
む
こ
と
も
可
能
か
も
し
れ
な
い

が
、
上
句
は
今
の
一
時
的
な
享
楽
を
楽
し
も
う
と
す
る
も
の
で
、
こ
れ
も

宴
席
な
ど
で
現
在
の
こ
の
機
会
を
精
一
杯
楽
し
も
う
と
促
す
体
の
作
な
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。「
差や

や

」（
三
〇
二
）、「
潤ぬ

る

湿ぬ
る

跡と

」（
三
七
〇
）、「
伊い

許こ

自じ

而て

」（
一
四
二
三
）
と
い
っ
た
語
句
に
は
、
い
さ
さ
か
く
だ
け
た
口
語

調
が
う
か
が
え
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
詠
歌
の
主
題
と
も
併
せ
て
、
い
ず

れ
も
軽
や
か
な
社
交
詠
か
と
の
印
象
を
持
つ
。

　

広
庭
の
漢
詩
は
『
懐
風
藻
』
に
二
首
残
る
が
、
本
稿
で
は
う
ち
一
首
を

と
り
あ
げ
、
そ
の
中
で
用
い
ら
れ
て
い
る
語
句
に
関
す
る
諸
問
題
を
検
討

し
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
検
討
の
作
業
を
と
お
し
て
、
万
葉
歌
人
の
背

後
に
は
、
漢
語
を
め
ぐ
る
ど
の
よ
う
な
状
況
が
存
在
し
て
い
た
の
か
、
そ

の
一
端
が
見
え
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
さ
れ
る
。

一
、
作
者
の
位
署
書

　

と
り
あ
げ
る
作
品
の
本
文
を
、
辰
巳
正
明
『
懐
風
藻
全
注
釈
』（
笠
間

書
院
、
二
〇
一
二
年
。
以
下
、
辰
巳
全
注
釈
と
略
称
）
の
校
訂
本
文
に

よ
っ
て
掲
出
す
る
。
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従
三
位
中
納
言
兼
権
造
長
官
安
倍
朝
臣
広
庭
二
首
〈
年
七
十
四
〉

　

五
言
。
春
月
侍
宴
。

聖
衿
感
淑
気
。
高
会
啓
芳
春
。
罇
五
斉
濁
盈
。
楽
万
国
風
陳
。

花
舒
桃
苑
香
。
草
秀
蘭
筵
新
。
堤
上
飄
糸
柳
。
波
中
浮
錦
鱗
。

濫
叨
陪
恩
席
。
含
毫
愧
才
貧

　

広
庭
は
、『
続
日
本
紀
』
の
薨
去
記
事
に
は
「
中
納
言
従
三
位
兼
催
造

0

0

宮
長
官

0

0

0

知
河
内
和
泉
等
国
事
阿
倍
朝
臣
広
庭
」
と
あ
る
。
先
に
掲
出
し
た

本
文
の
位
署
書
の
う
ち
「
権
造
長
官
」
の
部
分
は
、『
懐
風
藻
』
の
諸
本

で
は
、
林
家
本
・
群
書
類
従
本
以
外
の
多
く
が
「
催
造
長
官
」
と
あ
る
。

辰
巳
全
注
釈
が
掲
げ
た
よ
う
な
本
文
を
立
て
る
の
は
、
底
本
の
群
書
類
従

本
を
尊
重
す
る
た
め
で
あ
る
。「
権
造
長
官
」
に
対
し
て
辰
巳
全
注
釈
は

「
特
別
に
設
け
ら
れ
た
任
務
の
長
官
」
と
注
す
る
。
お
そ
ら
く
「
権
官
」

な
ど
の
語
を
意
識
し
た
理
解
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
律
令
制
下
に
お
け

る
権
官
と
は
、
既
存
の
役
職
に
お
い
て
定
員
以
外
に
任
命
さ
れ
た
者
を
意

味
し
、
特
務
に
よ
る
新
設
官
を
意
味
す
る
こ
と
は
な
い
。
ま
た
仮
に
こ
こ

の
「
権
造
長
官
」
が
な
ん
ら
か
の
長
官
の
権
官
を
意
味
す
る
と
理
解
し
よ

う
と
し
て
も
、
こ
の
ま
ま
で
は
具
体
的
な
部
署
が
示
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

に
な
り
、
官
職
名
と
し
て
意
味
を
成
さ
な
い
。『
続
日
本
紀
』
に
「
催
造

宮
長
官
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
こ
は
諸
本
に
あ
る
「
催
造
長
官
」
の

本
文
に
拠
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
寛
政
版
本
は
「
造
」
の
右
に
「
宮
イ
」
と

傍
記
し
て
お
り
、
伴
直
方
校
本
は
「
宮
」
を
本
文
と
し
て
補
っ
て
い
る
由（

（
（

で
あ
る
。
こ
れ
だ
と
『
続
日
本
紀
』
の
位
署
書
と
一
致
す
る
こ
と
に
な
る

が
、
広
庭
は
平
城
京
造
営
を
担
う
か
と
さ
れ
る
催
造
司
の
長
の
任
に
あ
っ

た
わ
け
で
、「
催
造
長
官
」
の
ま
ま
で
も
問
題
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い（

（
（

。

二
、
詩
題

　

当
該
詩
の
題
は
、
一
般
に
「
春
日
侍
宴
」
と
さ
れ
る
が
、
辰
巳
全
注
釈

は
あ
え
て
「
春
月0

侍
宴
」
の
本
文
を
採
用
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
に
つ
い

て
は
、「
諸
本
は
「
春
日
」
で
あ
る
が
、
底
本
に
よ
り
春
月
と
す
る
。
春

三
ヶ
月
の
月
で
あ
る
。
春
の
月
に
公
宴
が
開
か
れ
、
侍
し
て
詩
を
詠
ん

だ
」
と
述
べ
る
。
辰
巳
全
注
釈
の
底
本
は
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
群
書
類

従
本
で
あ
る
が
、
本
文
設
定
に
あ
た
っ
て
は
、
版
本
と
活
字
本
双
方
を
適

宜
取
り
合
わ
せ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
実
は
、
群
書
類
従
の
版
本

に
こ
の
詩
題
、「
春
日
侍
宴
」
と
あ
っ
て
諸
本
と
異
な
る
こ
と
が
な
い
。

「
春
月
」
の
本
文
は
、
群
書
類
従
を
活
字
化
す
る
に
あ
た
っ
て
生
じ
た
誤

植
と
思
し
く
、
近
代
に
な
っ
て
発
生
し
た
本
文
で
あ
る
こ
と
明
ら
か
で
あ

る
。
群
書
類
従
本
を
底
本
と
す
る
の
で
あ
っ
て
も
、
こ
こ
の
本
文
は
「
春

日
」
で
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
。
先
の
位
署
書
の
本
文
設
定
も
含
め
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て
、
辰
巳
全
注
釈
に
は
底
本
尊
重
の
姿
勢
が
強
く
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。

特
定
の
底
本
に
基
づ
く
以
上
、
他
本
に
よ
る
濫
り
な
本
文
校
訂
は
控
え
、

ま
ず
は
底
本
の
本
文
が
ど
の
よ
う
に
理
解
で
き
る
か
を
検
討
す
る
と
い
う

姿
勢
は
、
古
典
本
文
に
対
す
る
考
え
方
と
し
て
、
一
定
の
見
識
で
は
あ

る
。
殊
に
『
懐
風
藻
』
の
場
合
、
日
本
古
典
文
学
大
系
の
小
島
憲
之
注

（
以
下
、
小
島
大
系
と
略
称
）
が
権
威
を
持
つ
こ
ん
に
ち
に
お
い
て
、
天

和
版
本
を
底
本
と
す
る
大
系
本
と
は
異
な
る
底
本
に
よ
る
本
文
が
提
供
さ

れ
る
こ
と
の
意
味
は
大
き
い
。
し
か
し
、
必
要
最
小
限
の
本
文
校
訂
は
や

は
り
必
要
で
、
当
該
詩
に
つ
い
て
す
で
に
指
摘
し
た
二
箇
所
は
、
そ
れ
に

相
当
す
る
。

　

さ
て
、「
春
日
侍
宴
」
と
い
う
詩
題
で
あ
る
が
、
同
題
の
詩
は
『
懐
風

藻
』
に
少
な
く
な
い
。
同
一
題
の
作
者
と
詩
番
号
を
列
挙
す
る
な
ら
ば
、

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

藤
原
史
（
30
）　

采
女
比
良
夫
（
42
）　

息
長
臣
足
（
55
）　

黄
文
備

（
57
）

　

当
該
の
広
庭
詩
も
加
え
る
と
都
合
五
首
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
う

ち
、
黄
文
備
詩
以
外
の
四
首
は
、
い
ず
れ
も
同
韻
（『
広
韻
』
で
い
え
ば

上
平
声
十
七
真
韻
に
相
当
す
る
韻
）
を
用
い
て
お
り
、
あ
る
い
は
同
時
の

作
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
藤
原
史
・
采
女
比
良
夫
の
詩
に
は
「
応
詔
」
と

も
あ
る
が
、
一
方
で
、「
春
日
応
詔
」
題
の
詩
も
少
な
か
ら
ず
認
め
ら
れ

る
。
そ
の
作
者
・
詩
番
号
は
左
の
と
お
り
で
あ
る
。

紀
麻
呂
（
14
）　

巨
勢
多
益
須
（
19
・
20
）　

美
努
浄
麻
呂
（
24
）　

安
倍
首
名
（
43
）　

　

右
の
う
ち
巨
勢
多
益
須
の
二
首
以
外
の
三
人
に
よ
る
三
首
は
や
は
り
真

韻
で
、
つ
ま
り
「
春
日
侍
宴
」
詩
の
四
首
と
同
韻
で
あ
る
。
時
期
的
に

も
、
こ
れ
ら
「
春
日
」
題
の
詩
は
『
懐
風
藻
』
の
配
列
で
前
半
部
に
集
中

し
て
お
り
、
制
作
時
期
が
近
い
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
、
七
首
す
べ
て
が
同

時
作
で
あ
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
な
く
は
な
い
。
こ
の
七
首
の
作
者
の

う
ち
で
は
紀
麻
呂
が
も
っ
と
も
早
く
慶
雲
二
年
に
歿
し
た
。
仮
に
七
首
す

べ
て
が
同
時
の
作
と
す
れ
ば
、
そ
れ
以
前
の
作
と
い
う
こ
と
に
な
る（

（
（

。

　

漢
土
に
お
い
て
も
、「
春
日
」
を
題
と
す
る
詩
は
六
朝
以
来
少
な
く
な

い
。
し
か
し
、「
春
日
侍
宴
」
と
な
る
と
、
六
朝
詩
に
は
用
例
が
認
め
ら

れ
ず
、
唐
詩
で
も
か
な
り
限
ら
れ
た
用
例
し
か
認
め
ら
れ
な
く
な
る
。

『
文
苑
英
華
』
巻
一
六
九
に
は
、「
春
日
侍
宴

0

0

0

0

芙
蓉
園
応
制
」
題
の
も
と
四

首
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
作
者
は
李
嶠
・
蘇
頲
・
李
乂
・
宋
之
問
で
、
作

者
か
ら
推
し
て
、
則
天
武
后
期
の
作
と
思
し
い
。
い
ず
れ
も
『
全
唐
詩
』
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に
も
収
録
さ
れ
る
。
宋
之
問
詩
は
『
全
唐
詩
』
で
は
詩
題
が
「
春
日

0

0

芙
蓉

園
侍
宴

0

0

応
制
」
と
な
っ
て
い
て
、『
文
苑
英
華
』
題
と
語
順
に
前
後
が
あ

る
の
は
、
宋
之
問
の
別
集
か
ら
採
用
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
宋
之
問
の
別

集
に
は
さ
ら
に
も
う
一
首
、
同
題
詩
が
見
え
る
が
、
そ
れ
も
『
全
唐
詩
』

に
掲
載
さ
れ
る
。
他
に
類
似
の
詩
題
と
し
て
、「
春
日

0

0

洛
陽
城
侍
宴

0

0

」（
姚

崇
）、「
立
春
日
侍
宴

0

0

0

0

内
殿
出
翦
綵
花
応
制
」（
上
官
昭
容
・
宋
之
問
・
李

嶠
・
劉
憲
・
蘇
頲
・
趙
彥
昭
）
な
ど
が
見
え
る
。
や
は
り
こ
れ
ら
の
作

も
、
作
者
か
ら
推
し
て
、
武
后
期
の
作
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。『
懐
風

藻
』
の
「
春
日
侍
宴
」
と
い
う
題
は
、
指
摘
し
た
唐
詩
の
題
に
比
し
て
簡

略
で
あ
る
が
、「
春
日
」
と
「
侍
宴
」
が
同
一
題
に
含
ま
れ
る
例
は
六
朝

詩
に
見
え
ず
、
ま
た
唐
詩
に
お
い
て
も
右
に
挙
げ
た
武
后
期
の
例
を
除
く

と
、
例
が
認
め
ら
れ
な
く
な
る
よ
う
で
あ
る（

（
（

。『
懐
風
藻
』
詩
が
、
こ
れ

ら
武
后
期
の
詩
題
の
影
響
下
に
あ
る
可
能
性
は
考
え
て
よ
い
よ
う
に
思
わ

れ
る
。『
懐
風
藻
』
の
「
春
日
侍
宴
」
題
の
詩
に
つ
い
て
は
、（
四
首
ま
た

は
「
春
日
応
詔
」
題
も
含
め
た
七
首
が
同
時
作
か
ど
う
か
は
問
わ
な
い
に

し
て
も
）
藤
原
史
詩
は
遅
く
と
も
そ
の
殁
年
の
養
老
四
年
（
七
二
〇
）
ま

で
に
作
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
武
后
期
の
詩
題
の
影
響
下
に
あ

る
と
す
れ
ば
、
ほ
ぼ
同
時
代

─
武
后
即
位
か
ら
藤
原
史
殁
ま
で
は
わ
ず

か
三
十
年
ほ
ど
で
あ
る

─
の
漢
土
の
実
作
の
享
受
と
い
う
こ
と
に
な

る
。

三
、
聖
衿
感
淑
気
　
高
会
啓
芳
春

　

詩
句
の
検
討
に
移
る
。
ま
ず
は
最
初
の
一
聯
に
つ
い
て
。
こ
の
一
聯
に

は
、『
懐
風
藻
』
を
読
む
者
に
と
っ
て
は
馴
染
み
の
あ
る
語
が
連
続
す

る
。「
淑
気
」
は
、
詩
番
号
だ
け
の
指
摘
に
と
ど
め
る
が
、
24
・
29
・

30
・
35
・
37
・
55
と
き
わ
め
て
頻
繁
に
目
に
す
る
語
。
い
ず
れ
も
春
の
作

で
、
春
の
爽
や
か
な
気
を
言
っ
て
い
る
。「
芳
春
」
も
用
例
多
く
、
集
中

で
は
8
・
21
・
24
・
40
・
59
・
78
に
も
用
い
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
語
は
、

六
朝
以
来
、
漢
土
の
詩
に
も
用
例
は
多
い
。「
聖
衿
」
は
40
・
55
・
77
に

見
え
る
。
た
だ
し
、
こ
の
語
は
漢
土
の
例
が
必
ず
し
も
多
く
な
い
。
上
代

日
本
で
参
照
可
能
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
用
例
と
し
て
は
、
梁
・
劉
孝
綽

「
餞
張
恵
紹
応
令
」（『
藝
文
類
聚
』
巻
二
九
「
人
部
・
別
上
」）
に
「
聖
衿

（
襟
）
惜
岐
路
、
曲
宴
闢
蘭
堂
」
と
あ
る
の
が
、
い
ま
の
と
こ
ろ
見
出
せ

る
唯
一
例
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
応
令
詩
の
例
で
あ
る
か
ら
、「
聖

衿
」
と
は
皇
太
子
（
こ
の
場
合
、
簡
文
帝
の
皇
太
子
・
蕭
大
器
か
）
の
そ

れ
を
言
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
天
子
の
そ
れ
を
指
す
語
と
し
て
は
「
宸

襟
」
が
あ
り
、
こ
れ
は
初
唐
詩
に
い
く
つ
か
例
が
認
め
ら
れ
る
が
、『
懐

風
藻
』
に
は
例
が
見
え
な
い
。
漢
土
に
お
い
て
は
い
さ
さ
か
特
殊
な
語
と

言
っ
て
よ
い
「
聖
衿
」
が
、
日
本
の
詩
壇
で
は
歓
迎
さ
れ
た
こ
と
に
な
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る
。「
高
会
」
は
、『
懐
風
藻
』
の
配
列
で
広
庭
詩
以
前
の
用
例
を
見
な
い

が
、
104
の
詩
序
に
も
う
一
例
用
例
が
あ
る
。
漢
土
の
用
例
は
多
い
。
こ
れ

に
よ
れ
ば
、
こ
の
最
初
の
一
聯
は
、
こ
の
時
期
の
公
宴
詩
で
使
用
頻
度
の

高
い
語
ば
か
り
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
観
が
あ
る
。

　

一
方
で
、
冒
頭
の
一
聯
以
外
で
当
該
詩
に
用
い
ら
れ
た
語
に
つ
い
て

は
、
第
八
句
目
の
「
錦
鱗
」
が
20
に
も
見
え
る
。
広
庭
詩
以
後
の
作
ま
で

入
れ
れ
ば
、
な
お
い
く
つ
か
の
語
の
他
例
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

冒
頭
一
聯
が
ほ
と
ん
ど
頻
用
の
語
ば
か
り
か
ら
成
り
立
っ
て
い
た
の
に
比

す
る
と
、
他
の
聯
に
は
そ
の
割
合
は
少
な
い
よ
う
で
あ
る
。
広
庭
の
語
彙

が
乏
し
い
た
め
に
、
あ
の
よ
う
な
冒
頭
聯
し
か
綴
れ
な
か
っ
た
と
い
う
わ

け
で
も
な
い
よ
う
で
あ
る
。
冒
頭
の
一
聯
の
性
格
か
ら
は
、
安
倍
広
庭
が

詩
作
を
す
る
こ
ろ
に
は
、
宮
廷
公
宴
の
詩
席
で
好
ん
で
用
い
ら
れ
る
語
句

に
、
あ
る
て
い
ど
の
固
定
化
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
う

か
が
え
る
と
言
え
よ
う
か
。

四
、
罇
五
斉
濁
盈

　

第
三
句
目
は
、
正
確
な
理
解
が
難
し
い
語
で
あ
る
。
小
島
大
系
は
「
樽

は
五
に
し
て
斉
濁
盈
ち
」
と
訓
読
し
、「
酒
樽
は
五
つ
あ
っ
て
、
五
つ
の

樽
の
中
に
は
斉
酒
や
濁
酒
が
満
ち
」
と
大
意
を
示
す
。
辰
巳
全
注
釈
で
は

訓
読
は
小
島
大
系
と
同
一
で
、
大
意
を
も
「
罇
は
五
つ
用
意
さ
れ
て
斉
酒

と
濁
酒
と
が
満
ち
溢
れ
」
と
、
小
島
大
系
に
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。
た
だ
、

辰
巳
全
注
釈
で
は
、
解
説
の
項
に
お
い
て
改
め
て
詩
の
内
容
を
振
り
返
る

中
で
、
こ
の
部
分
を
「
酒
樽
が
五
つ
用
意
さ
れ
た
の
は
周
の
儀
礼
の
と
き

の
よ
う
で
あ
り
、
斉
酒
も
周
の
儀
礼
の
時
の
濁
酒
の
よ
う
に
整
え
ら
れ
、

す
べ
て
が
周
の
勝
れ
た
国
の
作
法
の
よ
う
だ
と
褒
め
る
」
と
述
べ
て
い

て
、「
斉
濁
」
の
部
分
の
理
解
が
、
大
意
の
そ
れ
と
は
い
さ
さ
か
異
な
っ

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
端
的
に
ま
と
め
る
な
ら
ば
、「
斉
濁
」
に
つ
い

て
、「
斉
」
と
「
濁
」
と
い
う
二
つ
の
酒
の
種
類
と
捉
え
る
か
、「
斉
濁
」

で
ひ
と
つ
の
語
と
捉
え
る
か
の
違
い
と
な
ろ
う
か
。

　

小
島
大
系
は
こ
の
句
に
補
注
を
設
け
て
、
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

周
礼
、
天
官
酒
正
に
五
斉
が
あ
る
。
従
っ
て
樽
は
五
つ
と
い
う
こ
と

に
な
る
（「
酒
正
、
掌
酒
之
政
令
、
以
二
式
法
一
授
二
酒
材
一、
弁
二
五
斉

之
名
一、
一
曰
二
泛
斉
一、
二
曰
二
醴
斉
一、
三
曰
二
盎
斉
一、
四
曰
二
緹
斉
一、

五
曰
二
沈
斉
一
」）。

斉
濁
は
斉
酒
（
斉
は
濃
淡
の
度
を
い
う
。
周
礼
、
酒
正
に
「
大
祭
三

弐
、
中
祭
再
弐
、
小
祭
壱
弐
、
皆
有
二
酌
数
一、
唯
斉
酒
不
レ
弐
」
と

あ
る
）
と
濁
り
酒
、
即
ち
清
濁
二
種
を
い
う
。
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こ
れ
に
よ
っ
て
、
小
島
大
系
は
斉
酒
＝
清
酒
と
い
う
理
解
を
し
て
い
た

こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
誤
解
で
あ
る
。「
斉
は
濃
淡
の
度
を

い
う
」
と
述
べ
、
ほ
ぼ
同
様
の
説
明
が
『
大
漢
和
辞
典
』
に
も
認
め
ら
れ

る
が
、
酒
の
濃
淡
と
い
う
と
、
味
わ
い
の
濃
さ
や
ア
ル
コ
ー
ル
度
の
高
低

を
指
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
、『
周
礼
』
の
当
該
の
本
文
を
鄭
玄
注

に
よ
っ
て
理
解
す
る
限
り
、「
五
斉
」
と
は
、
濁
り
方
の
違
い
に
よ
っ
て

五
つ
に
区
別
さ
れ
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
右
に
引
用
し
た
小
島
大
系
補

注
が
引
く
『
周
礼
』
の
二
つ
の
本
文
の
う
ち
、
前
者
の
記
事
に
付
さ
れ
た

鄭
注
に
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

泛
者
、
成
而
滓
浮
泛
泛
然
、
如
今
宜
成
醪
矣
。
醴
猶
体
也
。
成
而
汁

滓
相
将
、
如
今
恬
酒
矣
。
盎
猶
翁
也
。
成
而
翁
翁
然
、
蔥
白
色
、
如

今
酇
白
矣
。
緹
者
、
成
而
紅
赤
、
如
今
下
酒
矣
。
沈
者
、
成
而
滓

沈
、
如
今
造
清
矣
。
自
醴
以
上
尤
濁
、
縮
酌
者
。
盎
以
下
差
清
。
…

　
「
五
斉
」
そ
れ
ぞ
れ
の
あ
り
様
を
具
体
的
に
解
説
し
て
い
る
の
で
あ
る

が
、
引
用
の
末
尾
に
よ
る
と
、
五
斉
（
泛
・
醴
・
盎
・
緹
・
沈
）
の
う

ち
、
泛
・
醴
は
濁
り
が
甚
だ
し
く
滓
を
濾
し
て
用
い
る
（
縮
酌
）
ほ
ど
だ

が
、
盎
・
緹
・
沈
は
「
差
清
」
だ
と
い
う
。
こ
の
部
分
を
受
け
て
林
古
渓

『
懐
風
藻
新
註
』（
明
治
書
院
、
一
九
五
八
年
。
以
下
、
林
新
註
と
略
称
）

は
、「
斉
濁
は
、
濁
つ
た
斉
で
、
泛
斉
、
醴
斉
の
こ
と
で
あ
る
」
と
す

る
。
同
注
が
当
該
の
句
に
対
し
て
「
こ
の
句
、
故
事
の
誤
用
が
あ
る
か
と

思
ふ
」
と
述
べ
る
の
は
、「
斉
濁
」
は
泛
・
醴
の
二
種
だ
け
な
の
に
「
罇

五
」
は
理
に
合
わ
な
い
と
い
う
理
解
に
よ
る
指
摘
か
と
思
わ
れ
る
。
し
か

し
、
鄭
注
に
い
う
「
差
清
」
は
、
盎
・
緹
・
沈
が
、
泛
・
醴
に
対
し
て
比

較
的
清
ん
で
い
る
と
い
う
の
に
す
ぎ
な
い
（
こ
の
「
差
」
は
、
広
庭
の
万

葉
歌
に
み
え
る
「
差や

や

間ま

遠と
ほ

焉き
を

」（
三
〇
二
）
の
「
差や

や

」
で
あ
る
）。
つ
ま
り

五
斉
は
基
本
的
に
す
べ
て
濁
酒
な
の
で
あ
る
。『
礼
記
』「
郊
特
牲
」
の
一

節
「
明
水
涗
斉
、
貴
新
也
」
に
対
す
る
鄭
玄
注
に
「
五
斉
濁
（
五
斉
は
濁

る
）」
と
い
う
の
も
、
そ
の
こ
と
を
言
い
表
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
『
礼

記
』
本
文
に
い
う
「
涗
斉
」
と
は
、
そ
の
よ
う
な
本
来
は
濁
酒
で
あ
る
五

斉
を
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
濾
し
た
（
泲
・
し
た
む
）
も
の
を
い
う
。
し

か
し
、
濾
す
（
泲
・
し
た
む
）
と
い
っ
て
も
、『
礼
記
』「
郊
特
牲
」
の
続

く
本
文
お
よ
び
そ
の
鄭
注
に
よ
れ
ば
、
滓
の
多
い
泛
・
醴
な
ど
は
茅
の
枝

を
用
い
て
濾
過
す
る
よ
う
だ
が
、
盎
・
緹
・
沈
な
ど
は
、
他
の
酒
で
割
っ

て
濁
り
を
薄
め
る
て
い
ど
の
こ
と
で
、
こ
ん
に
ち
言
う
清
酒
と
は
、
か
な

り
趣
が
異
な
る
。
小
島
大
系
の
斉
酒
＝
清
酒
と
い
う
図
式
は
成
り
立
た
な

い
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
「
罇
（
樽
）
五
」
は
斉
酒
だ
か

ら
こ
そ
五
な
の
で
あ
っ
て
、
斉
酒
と
別
に
濁
酒
が
加
わ
る
の
で
あ
れ
ば
、

五
と
い
う
数
に
意
味
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。「
斉
濁
」
は
宴
席
に
供
さ
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れ
た
濁
酒
を
儒
教
経
典
に
見
え
る
五
斉
に
重
ね
合
わ
せ
て
表
現
し
て
い
る

と
理
解
す
る
の
が
、
適
当
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
五
斉
に
つ
い
て
林
新
註
は
、「
祭
祀
の
時
に
神
に
た
て
ま

つ
る
も
の
で
、
味
の
薄
い
も
の
で
あ
る
」
と
い
い
、
ま
た
「
斉
は
酒
と
は

別
な
も
の
で
あ
る
。
酒
の
一
種
に
は
違
ひ
な
い
。
賓
客
に
は
使
は
ぬ
も
の

で
あ
る
」
と
述
べ
る
。
こ
れ
は
そ
の
と
お
り
で
、
斉
と
は
、
祭
祀
用
に
の

み
用
い
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
辰
巳
全
注
釈
が
、
漢
土
に
お
け

る
「
五
斉
」
の
用
例
と
し
て
、「
唐
朝
日
楽
章
・
送
神
」（『
楽
府
詩
集
』

巻
六
）
と
、「
唐
禅
社
首
楽
章
・
雍
和
」（
同
）
の
例
を
挙
げ
る
が
、
つ
ま

り
い
ず
れ
も
唐
代
の
祭
祀
楽
の
歌
詞
に
見
え
る
用
例
で
あ
る
。
こ
れ
ら
よ

り
古
く
、
隋
代
の
郊
廟
歌
辞
で
も
「
方
丘
歌
・
登
歌
」（
同
）
に
「
六
瑚

已
饋
、
五
斉

0

0

流
香
」
の
句
を
認
め
る
。
漢
土
に
お
い
て
は
、
唐
代
ま
で
の

詩
語
の
用
例
に
み
え
る
「
五
斉
」
は
、
こ
の
よ
う
に
こ
と
ご
と
く
祭
祀
に

関
わ
る
も
の
で
、
広
庭
詩
の
よ
う
な
宴
席
詩
の
用
例
は
見
出
せ
な
い
。
宴

席
に
供
さ
れ
た
酒
の
こ
と
を
表
現
す
る
語
と
し
て
、
ふ
さ
わ
し
い
と
は
言

い
難
い
よ
う
で
あ
る
。

　

一
方
、
広
庭
詩
の
第
三
・
四
句
の
一
聯
は
、
と
も
に
宴
席
に
付
き
物
で

あ
る
飲
酒
と
奏
楽
を
対
偶
さ
せ
て
、
宴
席
の
賑
々
し
さ
を
表
現
す
る
も
の

で
、
こ
れ
は
『
懐
風
藻
』
の
宴
席
詩
の
ひ
と
つ
の
類
型
で
あ
る
と
言
え

る
。
同
様
の
発
想
に
よ
る
対
偶
表
現
と
し
て
、
広
庭
詩
以
前
に
配
列
さ
れ

る
作
に
限
っ
て
も
、
次
の
四
例
が
挙
げ
ら
れ
る
。

糸
竹
時
盤
桓
、
文
酒
乍
留
連
。�

（
巨
勢
多
益
須
「
春
日
応
詔
」
20
）

琴
瑟
設
仙
蓹
、
文
酒
啓
水
浜
。�

（
大
石
王
「
侍
宴
応
詔
」
37
）

対
峰
傾
菊
酒
、
臨
水
拍
桐
琴
。�

（
境
部
王
「
秋
夜
山
池
」
51
）

盃
酒
皆
有
月
、
歌
声
共
逐
風
。

�

（
背
奈
行
文
「
秋
日
於
長
王
宅
宴
新
羅
客
」
60
）

　

初
唐
詩
に
も
同
様
の
対
偶
は
認
め
ら
れ
る
。

漢
酺
歌
聖
酒
、
韶
楽
舞
薫
風
。

�

（
張
九
齢
「
奉
和
聖
製
登
封
礼
畢
洛
城
酺
宴
」）

尭
樽
随
歩
輦
、
舜
楽
繞
行
麾
。�

（
杜
審
言
「
望
春
亭
侍
遊
応
詔
」）

帝
沢
傾
尭
酒
、
宸
歌
掩
舜
弦
。

�

（
李
嶠
「
奉
和
天
枢
成
宴
夷
夏
群
僚
応
制
」）

酒
杯
浮
湛
露
、
歌
曲
唱
流
風
。�

（
薛
曜
「
正
夜
侍
宴
応
詔
」）

　

こ
の
よ
う
な
類
型
的
な
対
偶
の
発
想
に
よ
り
な
が
ら
、
酒
を
表
現
す
る

に
あ
た
っ
て
、
な
に
か
典
拠
の
あ
る
趣
向
を
凝
ら
し
て
み
よ
う
と
し
た
と

こ
ろ
に
、
当
該
詩
の
い
さ
さ
か
特
殊
な
表
現
が
採
用
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
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な
の
か
も
し
れ
な
い
。
酒
を
単
に
「
酒
」
と
い
わ
ず
、
典
故
あ
る
表
現
を

試
み
よ
う
と
す
る
と
き
、
類
書
な
ど
を
活
用
す
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
た
と

え
ば
、
引
用
し
た
『
周
礼
』
の
五
斉
の
一
々
に
つ
い
て
説
明
し
た
本
文
な

ど
は
、『
太
平
御
覧
』
巻
八
四
三
「
飲
食
部
一
・
酒
上
」
の
冒
頭
近
く
に

引
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
『
修
文
殿
御
覧
』
な
ど
で
も
同
様
で
あ
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、『
藝
文
類
聚
』
巻
七
二
「
飲
食
部
・

酒
」
に
は
、
魏
・
王
粲
「
酒
賦
」
を
掲
載
す
る
が
、
そ
の
冒
頭
は
次
の
よ

う
な
本
文
で
あ
る
。

帝
女
儀
狄
、
旨
酒
是
献
。
苾
芬
享
祀
、
人
神
式
宴
。
弁
其
五
斉
、
節

其
三
事
。
醍
沈
盎
泛
、
清
濁
各
異
。

　

酒
に
つ
い
て
の
故
事
を
列
挙
し
て
行
く
わ
け
だ
が
、「
弁
其
五
斉
」
以

下
、
し
ば
ら
く
五
斉
に
関
わ
る
文
言
が
続
く
。
こ
の
よ
う
な
記
事
を
目
に

す
る
こ
と
で
、
五
斉
を
酒
の
別
名
と
判
断
し
て
し
ま
う
こ
と
は
あ
り
得
る

こ
と
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

五
、
堤
上
飄
糸
柳

　

次
に
第
七
句
の
「
糸
柳
」
と
い
う
語
に
注
目
し
て
み
る
。

　

こ
の
語
、
辰
巳
全
注
釈
が
「
糸
の
よ
う
に
細
い
柳
の
枝
」
と
述
べ
る
と

お
り
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
広
庭
が
ど
の
よ
う
に
獲
得
し
た
か
を
跡
付
け
る

こ
と
は
、
案
外
難
し
い
。
辰
巳
全
注
釈
は
、
こ
の
語
の
漢
土
の
用
例
に
つ

い
て
「
楽
府
琴
曲
歌
辞
蔡
氏
「
五
弄
遊
春
辞
」
に
「
曲
江
糸
柳
変
煙
条
」

と
あ
る
」
と
述
べ
る
。
こ
の
指
摘
、
言
わ
ん
と
す
る
の
は
、『
楽
府
詩

集
』「
琴
曲
歌
辞
」
掲
載
の
作
に
「
糸
柳
」
を
含
む
引
用
の
一
句
が
見
え

る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、「
蔡
氏
「
五
弄
遊
春
辞
」」
と
す
る
の

は
、「
蔡
氏
五
弄
「
遊
春
辞
」」
な
ど
と
表
記
す
べ
き
か
と
思
わ
れ
る
。

『
楽
府
詩
集
』
巻
五
九
の
解
題
記
事
に
も
あ
る
と
お
り
、「
蔡
氏
五
弄
」
と

い
う
琴
曲
が
あ
り
、
そ
れ
は
「
遊
春
」「
淥
水
」「
幽
居
」「
坐
愁
」「
秋

思
」
の
五
曲
よ
り
成
る
と
い
う
。
そ
の
五
曲
の
う
ち
の
一
つ
「
遊
春
」
に

基
づ
く
楽
府
題
詩
に
引
用
の
一
句
が
見
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
一
句
を
含

む
詩
は
、『
楽
府
詩
集
』
は
作
者
を
王
維
（
七
〇
一
─
七
六
一
）
と
す
る

が
、
こ
れ
は
『
唐
詩
紀
事
』
巻
四
二
で
は
張
仲
素
（
七
六
九
？
─
八
一

九
）
の
作
と
さ
れ
、
ま
た
『
全
唐
詩
』
で
は
王
涯
（
？
─
八
三
五
）
の
作

と
さ
れ
て
い
る
。
後
二
者
い
ず
れ
か
の
作
だ
と
す
る
と
、
広
庭
の
参
照
は

年
代
的
に
不
可
能
で
、
王
維
の
作
だ
と
し
て
も
や
は
り
参
照
は
考
え
難
い

だ
ろ
う
。「
糸
柳
」
の
語
、
唐
代
よ
り
前
に
用
例
を
見
出
せ
ず
、
唐
詩
に

は
そ
れ
な
り
に
見
出
せ
る
が
、
盛
唐
以
後
の
作
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
こ

れ
は
「
柳
糸
」
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。「
糸
柳
」「
柳
糸
」
併
せ
て
い
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ま
の
と
こ
ろ
見
出
せ
た
唯
一
の
初
唐
詩
の
例
が
、
次
の
唐
太
宗
詩
で
あ

る
。

迴
鑾
遊
福
地
、
極
目
翫
芳
晨
。
梵
鍾
交
二
響
、
法
日
転
双
輪
。
宝
刹

遥
承
露
、
天
華
近
足
春
。
未
珮
蘭
猶
小
、
無
糸
柳

0

0

尚
新
。
円
光
低
月

殿
、
砕
影
乱
風
筠
。
対
此
留
餘
想
、
超
然
離
俗
塵
。

（
太
宗
文
皇
帝
「
謁
并
州
興
国
寺
」『
広
弘
明
集
』
巻
三
〇
）

　

唐
太
宗
は
貞
観
十
九
年
（
六
四
五
）
の
暮
に
并
州
に
行
幸
し
て
お
り
、

年
を
越
し
て
翌
年
三
月
ま
で
滞
在
し
た
（『
旧
唐
書
』
太
宗
本
紀
）
が
、

そ
の
際
に
地
元
の
名
刹
に
遊
ん
だ
折
の
詠
で
あ
ろ
う
か
。
第
四
聯
目
は
、

極
早
春
の
蘭
や
柳
の
ま
だ
本
格
的
に
春
め
い
て
い
な
い
こ
と
を
言
っ
て
い

る
か
と
思
わ
れ
る
。
試
み
に
訓
読
す
る
な
ら
ば
、「
未
だ
佩
び
ざ
る
蘭
は

猶
小
さ
く
、
糸
無
き
柳
は
尚
新
た
な
り
」
と
な
ろ
う
か
。
訓
読
に
示
し
た

と
お
り
、「
糸
柳
」
と
熟
し
た
例
と
考
え
て
よ
い
か
、
い
さ
さ
か
た
め
ら

わ
れ
る
例
で
あ
る
。
し
か
し
、
春
の
芽
吹
い
た
柳
条
を
糸
に
見
立
て
て
い

る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
春
の
柳
を
糸
に
見
立
て
る
例
は
、
す
で
に
六
朝

詩
以
来
、
そ
れ
な
り
に
例
が
見
出
せ
る
。

糸
条
変
柳
色
、
香
気
動
蘭
心
。

�

（
北
周
・
庾
信
「
詠
春
近
餘
雪
応
詔
」『
庾
子
山
集
』
巻
五
）

垂
糸
被
柳
陌
、
落
錦
覆
桃
蹊
。

�

（
隋
・
廬
思
道
「
贈
劉
儀
同
西
聘
」『
文
苑
英
華
』
巻
二
四
八
）

　

こ
れ
ら
の
表
現
の
蓄
積
の
上
に
唐
太
宗
詩
の
表
現
も
あ
る
わ
け
だ
が
、

あ
る
い
は
広
庭
詩
の
「
糸
柳
」
も
、
か
か
る
表
現
に
裏
付
け
ら
れ
つ
つ
、

漢
土
の
詩
よ
り
も
早
く
広
庭
に
よ
っ
て
独
創
さ
れ
た
語
で
あ
っ
た
可
能
性

が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
少
な
く
と
も
い
ま
の
と
こ
ろ
、
広
庭
が
「
糸

柳
」
の
語
を
学
習
し
た
粉
本
に
相
当
す
る
漢
土
の
確
例
が
見
出
し
難
い
の

で
あ
る
。『
懐
風
藻
』
に
は
も
う
一
例
「
糸
柳
」
の
語
が
、
藤
原
総
前

「
侍
宴
」（
87
）
に
「
糸
柳
飄
三
春
」
と
見
え
、「
柳
糸
」
の
語
も
長
屋
王

「
元
日
宴
応
詔
」（
67
）
に
「
柳
糸
入
歌
曲
」
と
見
え
る
。
総
前
詩
・
長
屋

王
詩
の
場
合
も
漢
土
の
作
例
と
の
前
後
関
係
は
広
庭
詩
と
同
様
で
、
広
庭

詩
か
ら
の
学
習
な
ど
、
日
本
に
お
け
る
独
自
展
開
の
可
能
性
が
想
定
で
き

る（
（
（

。

六
、「
濫
叨
」
か
「
濫
吹
」
か

　

次
は
第
九
句
に
つ
い
て
。
こ
の
冒
頭
の
一
語
、
辰
巳
全
注
釈
は
底
本
と

し
た
群
書
類
従
本
に
よ
り
「
濫
叨
」
と
す
る
。
一
方
、
天
和
版
本
に
は
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「
濫
吹
」
と
あ
り
、
以
後
寛
政
版
本
ま
で
異
な
る
こ
と
が
な
い
。「
濫
叨
」

「
濫
吹
」
い
ず
れ
を
本
文
と
定
め
る
べ
き
か
が
問
題
と
な
る
。
天
和
版
本

を
底
本
と
す
る
小
島
大
系
は
、「
濫
吹
」
を
本
文
と
し
た
う
え
で
次
に
よ

う
に
施
注
す
る
。

濫
吹
は
妄
り
に
竽
（
竹
製
の
楽
器
、
笛
の
一
種
。
音
ウ
）
を
吹
く
こ

と
（
濫
竽
と
も
い
う
）、
才
能
が
な
い
の
に
そ
の
位
に
あ
る
こ
と

（
韓
非
子
、
内
儲
説
に
本
づ
く
）。
群
本
「
濫
叨
」
に
作
る
、
と
も
に

ミ
ダ
リ
ニ
の
意
。
…
濫
吹
は
宴
会
な
ど
の
詩
の
結
句
に
多
い
（
初
唐

虞
世
南
、
奉
和
献
歳
讌
二
宮
臣
一
詩
「
微
臣
同
二
濫
吹
一、
謬
得
レ
仰
二

鈞
天
一
」
な
ど
）。

　

簡
単
に
言
っ
て
し
ま
え
ば
、「
濫
叨
」「
濫
吹
」
い
ず
れ
で
も
意
味
は
ほ

ぼ
同
じ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。「
濫
叨
」
を
本
文
と
す
る
辰
巳
全
注
釈
で

は
次
の
よ
う
に
注
を
付
す
。

○
濫
叨　

み
だ
り
が
わ
し
い
こ
と
。
こ
こ
で
は
濫
り
が
わ
し
く
楽
器

を
吹
く
こ
と
。
才
能
が
無
い
の
に
何
か
を
行
う
比
喩
。
杉
本
は
韓
非

子
内
儲
説
上
、
及
び
王
融
詩
、
江
淹
詩
を
あ
げ
る
。
大
系
は
初
唐
虞

世
南
詩
「
微
臣
同
濫
吹
」
を
あ
げ
る
。
梁
元
帝
集
「
玄
覧
賦
」
に

「
流
連
濫
叨
栄
」
と
あ
る
。

　

基
本
的
に
は
小
島
大
系
と
同
じ
意
で
理
解
し
て
い
る
こ
と
が
見
て
と
れ

る
。
し
か
し
「
濫
叨
」
の
注
と
し
て
、「
こ
こ
で
は
濫
り
が
わ
し
く
楽
器

を
吹
く
こ
と
」
と
指
摘
す
る
の
は
、
適
切
で
は
な
い
。「
濫
吹
」
で
あ
れ

ば
、『
韓
非
子
』
の
故
事
（
斉
の
宣
王
が
何
百
人
も
の
楽
師
に
竽
を
合
奏

さ
せ
る
の
を
好
ん
だ
が
、
楽
師
の
中
に
は
ま
と
も
に
演
奏
で
き
な
い
者
も

交
っ
て
食
禄
に
与
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
宣
王
が
歿
し
次
代
の
緡
王
に
な
る

と
、
一
人
一
人
の
手
腕
を
試
さ
れ
る
の
を
恐
れ
て
逃
げ
出
す
楽
師
が
出

た
、
と
い
う
逸
話
）
に
基
づ
き
、「
濫
り
が
わ
し
く
楽
器
を
吹
く
こ
と
」

の
説
明
は
適
切
で
あ
る
が
、「
濫
叨
」
の
場
合
、「
叨
」
は
「
濫
」
と
同
じ

く
、
ミ
ダ
リ
の
意
（『
正
字
通
』
に
「
叨
、
濫
也
」）
で
、
楽
器
を
演
奏
す

る
意
が
介
在
す
る
餘
地
は
な
い
。「
こ
こ
で
は
」
と
い
う
限
定
が
つ
い
て

い
る
の
で
、
当
該
詩
に
お
い
て
は
特
に
そ
の
意
を
認
め
る
と
い
う
こ
と
か

も
し
れ
な
い
が
、
作
品
の
文
脈
か
ら
、
こ
こ
に
「
楽
器
を
吹
く
こ
と
」
の

含
意
を
あ
え
て
認
め
る
理
由
が
思
い
当
ら
な
い
。
辰
巳
全
注
釈
は
こ
の
句

の
大
意
を
「
濫
り
が
わ
し
く
こ
の
よ
う
な
席
に
参
列
し
」
と
し
て
お
り
、

「
楽
器
を
吹
く
こ
と
」
を
特
に
意
識
し
て
訳
出
し
て
も
い
な
い
よ
う
で
あ

る
。「
才
能
が
無
い
の
に
何
か
を
行
う
比
喩
」
と
い
う
の
も
、「
濫
吹
」
の

意
味
と
し
て
は
ふ
さ
わ
し
い
が
、「
濫
叨
」
に
対
す
る
も
の
と
し
て
は
、
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意
味
を
限
定
し
す
ぎ
で
あ
ろ
う
。
辰
巳
全
注
釈
は
、
引
き
続
き
杉
本
行
夫

訳
注
『
懐
風
藻
』（
弘
文
堂
、
一
九
四
三
年
。
以
下
、
杉
本
訳
注
と
略

称
）
に
言
及
す
る
が
、
杉
本
訳
注
の
本
文
は
「
濫
吹
」
で
あ
り
、『
韓
非

子
』
は
も
ち
ろ
ん
、
王
融
・
江
淹
の
詩
も
い
ず
れ
も
「
濫
吹
」
の
用
例
で

あ
る
。
小
島
大
系
が
「
濫
吹
は
宴
会
な
ど
の
詩
の
結
句
に
多
い
」
と
指
摘

す
る
の
も
、
こ
れ
ら
王
融
詩
（「
出
家
懐
道
篇
頌
」『
王
寧
朔
集
』）
や
江

淹
詩
（「
盧
侍
郎
感
交
」『
文
選
』
巻
三
一
）
の
例
を
も
視
野
に
入
れ
て
の

も
の
だ
ろ
う
。
結
末
部
に
「
濫
吹
」
を
用
い
る
詩
の
例
と
し
て
は
、
さ
ら

に
次
の
よ
う
な
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。

弱
齢
参
顧
問
、
疇
昔
濫
吹
嘘
。

（
北
周
・
庾
信
「
奉
和
永
豊
殿
下
言
志
・
其
八
」『
庾
子
山
集
』
巻
五
）

幸
承
濫
吹
末
、
撃
壌
自
為
歌
。

�

（
陳
・
張
正
見
「
従
籍
田
応
衡
陽
王
教
作
・
其
五
」『
張
散
騎
集
』）

　

小
島
大
系
が
挙
げ
る
虞
世
南
詩
も
そ
の
一
例
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
よ

り
、
公
宴
詩
の
結
末
部
の
類
型
的
な
表
現
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
な
よ
う

で
あ
る
。

　

一
方
、「
濫
叨
」
の
用
例
は
と
い
う
と
、
い
ま
の
と
こ
ろ
唐
代
ま
で
の

詩
語
と
し
て
の
用
例
が
見
出
せ
な
い
。
散
文
の
用
例
は
い
く
つ
か
見
ら

れ
、
辰
巳
全
注
釈
は
先
に
引
用
し
た
よ
う
に
、
梁
元
帝
（
蕭
繹
）「
玄
覧

賦
」
の
例
を
挙
げ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
本
文
の
引
用
の
仕
方
に
問
題
が

あ
る
。
該
当
の
部
分
を
そ
の
前
後
も
含
め
て
示
す
な
ら
ば
、
次
の
と
お
り

で
あ
る
。

非
吾
心
之
所
悦
、
曾
未
始
而
流
連

0

0

。
濫
叨
栄

0

0

0

於
分
陜
、
踰
一
紀
之
星

躔
。�

（
梁
元
帝
「
玄
覧
賦
」『
文
苑
英
華
』
巻
一
二
六
）

　

傍
点
を
付
し
た
箇
所
が
辰
巳
全
注
釈
の
引
用
部
分
で
あ
る
が
、
な
ぜ
こ

の
よ
う
な
切
り
出
し
方
を
す
る
の
か
、
理
解
し
難
い
。
梁
元
帝
は
梁
高
祖

武
帝
（
蕭
衍
）
の
七
男
で
、
や
が
て
第
四
代
皇
帝
と
な
る
。「
玄
覧
賦
」

は
、『
藝
文
類
聚
』
巻
二
六
「
人
部
十
・
言
志
」
に
収
録
さ
れ
る
が
、「
濫

叨
」
を
含
む
前
後
の
部
分
は
節
略
さ
れ
て
い
る
。
作
者
が
居
宮
か
ら
遠
景

を
眺
望
し
つ
つ
人
生
の
波
瀾
万
丈
を
振
り
返
っ
て
感
慨
を
述
べ
た
作（「
玄

覧
」
は
遠
く
を
眺
め
て
感
慨
を
叙
す
る
こ
と
）
と
思
わ
れ
る
。
引
用
の
部

分
は
、
即
位
以
前
に
梁
朝
が
危
機
に
瀕
す
る
さ
な
か
、
不
本
意
に
も
都

（
建
康
）
を
遠
く
離
れ
た
生
活
を
長
く
過
ご
し
た
こ
と
へ
の
感
慨
を
述
べ

て
い
る
一
節
か
と
思
わ
れ
る
。
蕭
繹
は
、
父
武
帝
の
治
世
下
で
た
び
た
び

都
督
・
刺
史
と
し
て
地
方
巡
行
の
役
割
を
任
さ
れ
、
太
清
元
年
（
五
四

七
）
に
は
都
督
兼
荊
州
刺
史
と
し
て
赴
任
、
江
陵
滞
在
中
に
景
侯
の
乱
が
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勃
発
し
（
五
四
八
）、
幽
閉
さ
れ
た
父
帝
は
翌
年
に
憤
死
、
そ
の
後
、
簡

文
帝
（
蕭
綱
）・
豫
章
王
（
蕭
棟
）
と
景
侯
に
よ
る
傀
儡
政
権
が
続
き
、

梁
朝
は
混
乱
状
態
に
陥
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
け
る
「
濫

叨
栄
於
分
陜
」
と
い
う
感
慨
に
は
、
い
た
ず
ら
に
地
方
任
務
（「
分
陝
」

と
は
地
方
官
と
し
て
赴
任
す
る
こ
と
）
に
専
従
し
て
き
て
し
ま
っ
た
こ
と

へ
の
、
不
本
意
な
思
い
を
読
み
取
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
場
合
は
、
分

不
相
応
な
栄
誉
を
得
た
喜
び
を
表
す
の
で
は
な
く
、
心
な
ら
ず
も
そ
の
境

遇
に
身
を
置
く
徒
労
感
と
い
っ
た
も
の
を
こ
め
た
文
脈
と
理
解
で
き
る
。

そ
し
て
、
次
句
「
踰
一
紀
之
星
躔
（
一
紀
の
星
躔
を
踰
ゆ（

（
（

）」
と
の
対
偶

を
考
え
る
な
ら
ば
、「
叨
栄
を
分
陜
に
濫
り
に
し
」
と
で
も
訓
ず
べ
き
と

こ
ろ
と
思
わ
れ
、「
濫
叨
」
の
語
例
と
し
て
挙
げ
る
こ
と
じ
た
い
が
、
あ

ま
り
相
応
し
く
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

も
っ
と
も
、「
濫
叨
」
が
す
べ
て
「
玄
覧
賦
」
の
よ
う
な
ニ
ュ
ア
ン
ス

で
用
い
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
他
の
例
に
よ
れ
ば
、
栄
誉
を
得

た
喜
び
を
謙
遜
の
気
持
ち
も
込
め
つ
つ
表
明
す
る
文
脈
で
用
い
る
の
が
、

主
た
る
用
法
で
あ
る
の
は
確
か
な
よ
う
で
あ
る
。

臣
質
軽
散
木
、
運
忝
連
姻
、
濫
叨

0

0

右
戚
之
栄
、
曲
荷
睦
親
之
礼
。

（
唐
・
許
敬
宗
「
為
工
部
尚
書
段
綸
請
致
仕
表
」『
文
苑
英
華
』
巻
六

〇
三
）

　

右
の
例
は
、
皇
帝
の
姻
戚
と
な
っ
た
喜
び
を
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
詩
に
用
い
た
例
が
見
出
せ
な
い
（
一
方
で
、

「
濫
吹
」
の
詩
に
お
け
る
用
例
は
あ
る
て
い
ど
ま
と
ま
っ
て
認
め
ら
れ

る
）
こ
と
が
、
当
該
の
広
庭
詩
の
本
文
を
「
濫
叨
」
と
す
る
こ
と
を
た
め

ら
わ
せ
る
。「
濫
吹
」
を
本
文
と
す
る
の
が
適
当
と
考
え
る
。

お
わ
り
に

　

さ
て
、
漢
土
の
詩
に
お
け
る
「
濫
吹
」
の
一
例
と
し
て
、
小
島
大
系
が

虞
世
南
詩
を
挙
げ
て
い
た
が
、
そ
の
全
文
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　

奉
和
献
歳
讌
宮
臣　

虞
世
南

履
端
初
起
節
、
長
苑
命
高
筵
。
肆
夏
喧
金
奏
、
重
潤
響
朱
弦
。
春
光

催
柳
色
、
日
彩
泛
槐
煙
。
微
臣
同
濫
吹
、
謬
得
仰
鈞
天
。

　

掲
出
の
本
文
は
『
全
唐
詩
』
に
よ
っ
た
が
、『
文
苑
英
華
』
巻
一
七
二

に
は
、
同
題
（「
献
歳
讌
宮
臣
」）
の
隋
煬
帝
の
作
も
掲
載
さ
れ
、
虞
世
南

の
作
は
そ
れ
に
対
す
る
奉
和
詩
で
、
彼
が
隋
朝
に
出
仕
し
て
い
た
時
期
の

作
と
思
し
い
。
題
に
い
う
「
献
歳
」
は
、
歳
首
・
歳
旦
な
ど
と
い
う
の
に
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等
し
く
、
新
年
の
宴
席
で
の
君
臣
の
唱
和
で
あ
る
。
虞
世
南
詩
の
第
二
句

目
「
長
苑0

命
高
筵0

」
に
は
、
広
庭
詩
の
第
三
聯
「
花
舒
桃
苑0

香
。
草
秀
蘭

筵0

新
」
に
通
う
景
物
の
選
択
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
思
う
が
、
ど
う
で
あ
ろ

う
か
。
加
え
て
、
虞
世
南
詩
の
第
五
句
目
「
春
光
催
柳
色
」
の
「
春
」

は
、『
初
学
記
』
巻
四
や
『
文
苑
英
華
』
で
は
「
糸
」
と
な
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。『
大
漢
和
辞
典
』
は
「
糸
光
」
の
項
に
当
該
の
虞
世
南
詩
を
例

に
挙
げ
、「
生
糸
の
つ
や
。
絹
糸
の
つ
や
」
と
解
説
す
る
。『
漢
語
大
詞

典
』
に
も
同
様
の
解
説
が
見
え
る
が
、
別
に
太
陽
の
光
線
を
言
う
例
も
あ

る
と
も
説
明
す
る
（
陳
後
主
「
祓
禊
汎
舟
春
日
玄
圃
各
賦
七
韻
」
の
「
日

裏
糸
光
動
」
を
例
示
す
る
）。
虞
世
南
詩
の｢

糸
光｣
も
、
太
陽
の
光
線

の
意
で
理
解
し
て
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
一
句
は
、「
春
の
光
線

は
柳
の
新
緑
の
芽
生
え
を
促
し
て
い
る
」
と
な
り
、
つ
ま
り
「
春
光
」

「
糸
光
」
い
ず
れ
で
あ
っ
て
も
、
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
ほ
ぼ
同
じ
と
考
え

ら
れ
る
。
し
か
し
、
春
の
光
を
あ
え
て
「
糸
光
」
と
言
う
の
は
、
そ
れ
は

柳
と
の
縁
で
選
ば
れ
た
修
辞
で
あ
っ
た
と
考
え
て
間
違
い
な
か
ろ
う
。
す

る
と
、
広
庭
詩
の
「
糸
柳
」
と
の
つ
な
が
り
も
見
え
て
く
る
こ
と
に
な

る
。
こ
の
よ
う
に
広
庭
詩
に
は
、
虞
世
南
詩
と
の
間
に
語
や
発
想
の
類
似

が
少
な
く
な
い
。
広
庭
が
作
詩
に
あ
た
っ
て
、
直
接
こ
の
虞
世
南
詩
を
参

照
し
て
い
た
可
能
性
を
考
え
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
虞

世
南
詩
は
、
現
存
の
文
献
と
し
て
は
『
初
学
記
』
に
収
録
さ
れ
る
の
が

も
っ
と
も
古
い
が
、
虞
世
南
に
は
別
集
三
十
巻
が
あ
っ
た
こ
と
が
『
旧
唐

書
』
の
伝
に
見
え
て
お
り（

（
（

、
そ
の
よ
う
な
文
献
を
介
し
て
知
る
機
会
が

あ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
『
隋
煬
帝
集
』（『
隋
書
』「
経
籍
志
」

に
は
五
十
五
巻
と
し
、『
旧
唐
書
』「
経
籍
志
」・『
新
唐
書
』「
藝
文
志
」

で
は
三
十
巻
と
す
る
）
へ
の
収
録
の
可
能
性
も
想
定
で
き
よ
う（

（
（

。

　

以
上
、
安
倍
広
庭
「
春
日
侍
宴
」
の
い
く
つ
か
の
語
句
・
表
現
を
め

ぐ
っ
て
検
討
し
た
。
万
葉
び
と
が
漢
語
を
操
る
と
き
に
、
ど
な
よ
う
な
知

的
環
境
の
中
で
、
い
か
な
る
情
報
源
に
よ
り
つ
つ
、
み
ず
か
ら
の
表
現
を

紡
ぎ
出
し
て
い
た
の
か
は
、
本
稿
で
行
っ
た
よ
う
な
作
業
を
積
み
重
ね
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
全
貌
が
明
ら
か
に
な
っ
て
行
く
の
だ
と
考
え
て
い
る
。

注（1
）
た
だ
し
、『
万
葉
集
』
巻
三
の
配
列
に
は
、
詠
作
年
代
順
の
配
列
を
原
則
と
し
つ

つ
も
、
し
ば
し
ば
乱
れ
て
い
る
箇
所
が
認
め
ら
れ
る
。
広
庭
の
三
〇
二
の
前
後
で

も
、
直
前
に
六
八
四
年
生
ま
れ
の
長
屋
王
の
詠
作
（
三
〇
〇
・
三
〇
一
）
が
配
さ

れ
る
が
、
直
後
に
は
七
〇
〇
年
以
後
の
確
か
な
作
が
認
め
ら
れ
な
い
柿
本
人
麻
呂

の
作
（
三
〇
三
・
三
〇
四
）
が
配
さ
れ
る
。

（
2
）
伴
直
方
校
本
の
情
報
は
、
大
野
保
『
懐
風
藻
の
研
究
』（
三
省
堂
、
一
九
五
七
年
）

に
よ
る
。

（
3
）
た
だ
し
、
同
時
代
史
料
に
は
、
催
造
司
の
長
は
「
催
造
監
」
と
記
さ
れ
る
（
た
と

え
ば
『
大
日
本
古
文
書
』
巻
一
・
五
五
三
頁
）。
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（
4
）
月
野
文
子
「『
懐
風
藻
』
の
押
韻
―
韻
の
偏
り
の
意
味
す
る
も
の
―
」（『
和
漢
比

較
文
学
叢
書
第
二
巻　

上
代
文
学
と
漠
文
学
』
汲
古
書
院
、
一
九
八
六
年
）
も
、

『
懐
風
藻
』
に
収
録
さ
れ
る
春
の
公
宴
詩
に
真
韻
の
作
が
異
様
に
多
い
こ
と
か

ら
、
そ
れ
ら
の
多
く
が
同
じ
宴
に
お
け
る
和
韻
の
作
で
あ
っ
た
可
能
性
を
指
摘
す

る
。
た
だ
し
月
野
氏
は
、
真
韻
の
詩
が
す
べ
て
同
一
機
会
に
成
っ
た
と
は
考
え
難

く
、「
応
詔
」
と
あ
る
も
の
が
文
武
朝
の
作
、「
侍
宴
」
と
あ
る
も
の
が
元
明
・
元

正
朝
の
作
と
い
っ
た
、
お
お
よ
そ
の
目
安
が
つ
け
ら
れ
る
か
、
と
述
べ
る
。

（
5
） 「
春
日
」「
侍
宴
」
を
同
時
に
有
す
る
詩
題
が
六
朝
に
な
く
、
初
唐
に
ま
と
ま
っ
て

見
え
る
と
の
指
摘
は
、
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
の
講
義
科
目
「
日
本
文

学
講
義
２
」（
二
〇
一
三
年
度
）
に
提
出
さ
れ
た
受
講
生
・
遠
藤
賢
治
の
レ
ポ
ー

ト
が
指
摘
す
る
と
こ
ろ
。

（
6
）
現
存
の
資
料
で
は
、
特
定
の
漢
語
表
現
が
、
と
き
に
漢
土
の
も
の
よ
り
日
本
の
例

が
先
行
す
る
よ
う
に
見
え
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
が
、
実
際
に
日
本
の
例
が
漢
土

と
関
わ
り
な
く
独
創
的
に
先
行
す
る
の
か
、
現
在
で
は
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
漢
土

の
先
行
例
に
よ
っ
て
成
さ
れ
た
も
の
な
の
か
は
、
判
断
が
な
か
な
か
難
し
い
。

「
糸
柳
」
に
つ
い
て
も
、
厳
密
に
は
そ
の
成
り
立
ち
に
つ
い
て
、
な
お
断
言
す
る

こ
と
が
難
し
い
事
例
だ
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
類
似
の
事
例
と
い
え
る
、
漢
土

の
詩
題
と
『
万
葉
集
』
の
題
詞
に
共
通
し
て
認
め
ら
れ
る
「
追
和
」
と
い
う
語
の

成
り
立
ち
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
赤
人
、
憶
良
と
家
持
」（『
高
岡
市
万
葉
歴
史
館

叢
書
』
二
六
、
二
〇
一
四
年
）
で
触
れ
た
。

（
7
） 「
一
紀
」
は
十
二
年
。
こ
の
語
に
よ
れ
ば
、
蕭
繹
が
大
同
六
年
（
五
四
〇
）
に
都

督
兼
江
州
刺
史
に
任
命
さ
れ
た
こ
ろ
か
ら
、
景
侯
を
破
っ
て
即
位
す
る
太
始
二
年

（
五
五
二
）
ご
ろ
ま
で
の
こ
と
を
回
想
し
て
い
る
も
の
か
。

（
8
）
虞
世
南
の
別
集
は
、『
旧
唐
書
』「
経
籍
志
」・『
新
唐
書
』「
藝
文
志
」
に
も
、
三

十
巻
と
し
て
見
え
る
。

（
9
）
ち
な
み
に
、
虞
世
南
・
隋
煬
帝
の
別
集
は
、
い
ず
れ
も
『
日
本
国
見
在
書
目
録
』

に
は
見
え
る
の
で
、
遅
く
と
も
九
世
紀
後
半
ご
ろ
ま
で
に
、
日
本
に
将
来
さ
れ
て

い
た
こ
と
は
、
間
違
い
が
な
い
。


